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水稲 における深水処 理 による弱 小茎 の抑制
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1 は じ め に

近年,消費者 。実需者ニーズに対応した高品質 。良食味

米の安定生産技術の確立が求められている。高品質米 (整

粒歩合向上)生産のため,弱小茎 (1穂粒数が少なく,粒
厚の小さい玄米が多い分げつ)の発生を抑え,有効茎歩合
を向上させる深水処理が,水稲の生育に与える影響につい

て検討した。今回は,低位分げつの抑制を目的とした5葉

期から8葉期までの深水処理と2次分げつの抑制を目的と

した 8葉期から95葉期までの深水処理について検討した。

2試 験 方 法

(D 試験場所 :秋田県農業試験場 (雄和町 :グライ土)
●)試験区構成 :5葉期から8葉期まで深水処理を行っ
た5葉期深水区,8葉期から95葉期まで深水処理を行っ
た 8葉期深水区と慣行栽培 (活着期まで深水,活着期から

95葉期まで浅水,95葉期から幼穂形成期まで中干し,以

降間断潅水)通りの水管理を行った慣行区の3区からなる。
深水処理時期以外は慣行栽培と同じ水管理を行った。深水      図 1
時の水深は約15cmと した。葉数は不完全葉を除いて計測し

た。

3)潮 巴量 :基肥 N‐0 2kg/a,減 数分裂期追肥 N02
kg/a

“

)供試品種 :あ きたこまち
(51 栽植密度 :22株/nf

(61 移植期:平成13年 5月 29日 (移植時葉翻 1葉 )

3 試験結果及び考察

0)葉齢
葉齢は8葉期深水区の深水処理が終了時点で,全区とも

約95葉であり差は無かったが,最終葉数は慣行区が128

葉,5葉期深水区が135葉 ,8葉期深水区が125葉 となり,
5葉期深水区が他の区よりも約 1葉多く,出穂期は2日遅

れた (図 1)。

12)草丈

深水処理終了時点において,5葉期深水区,8葉期深水
区ともに草丈は慣行区よりも長くなったが,5葉期深水区
は処理終了後やや短く推移し,8葉期深水区はほぼ同じ長
さで推移した (図 2)。

13)nf当 たり茎数

図 3に r当たりの茎数の推移を示した。 5葉期深水区の

ビ当たりの茎数は,慣行区よりも少なく推移し,最高茎数

は324本で慣行区よりも17%少なかったが,穂数は313本で

7%多かった。 8葉期深水区のビ当たりの茎数は,深水処
理開始時には茎数の差はほとんど無かったが,処理終了時

には334本で慣行水管理区よりも7%少なく,穂数は314本
で 7%多かった。有効茎歩合は慣行区の81%に対し,5葉
期深水区が97%,8葉期深水区が94%で高くなった。

水管理が葉齢の推移に及ぼす影響
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図2 水管理が草丈の推移に及ぼす影響
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図3 水管理が茎数・穂数の推移に及ぼす影響
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図4 分げつの発生消長
注)1株 4本移植し,内 1個体を10株からサンプリングし,計 10個体を調査に使用した。

14)分げつの発生消長

図 4に分げつの発生消長を示した。 5葉期深水区では慣

行区よりも,3号 ,4号 ,5号分げつの発生抑制, もしく
は無効化する傾向が強いのに対し,7号分げつは慣行区よ
りも発生数が多くすべてが有効化した。また,2次分げつ
の発生は慣行区よりも少く,すべてが有効化した。このこ

とは,深水処理期間中のポ当たりの茎数が慣行区よりも少

なかったことと一致する。 7号分げつがすべて有効化し,

低位分げつの発生が少なかったことにより,低位分げつか

らの 2次分げつの発生が慣行区よりも抑えられたことから

有効茎歩合が慣行区よりも高くなったと考えられる。

8葉期深水区は 1次分げつは慣行区と同じ様な発生をし

たが,2次分げつの発生は慣行区よりもやや少なく,有効
化したものが多かった。慣行区よりも2次分げつの発生が

抑制され,発生した 2次分げつでも有効化したものが多かっ

たことから,深水処理終了時点で慣行区よりも茎数が少な

くなり,有効茎歩合が向上したと考えられる。

6)収量及び収量構成要素
表 1に収量及び収量構成要素を示した。収量は慣行区よ

りも5葉期,8葉期深水区の方がやや多く,穂数, 1穂籾
数ともに多くなり,総籾数はピ当たり約 3千粒程度多くなっ

た。登熟歩合,千粒重,品質同程度だった。

表 1 収量,収量構成要素及び品質

玄米重 穂数 1薔i数 紹潮数 登熟歩合 千粒重 品質
(セ/a)(本/め (粒/穂)(千粒/ご)(%) (g)(1～ 9)

慣行    508  292  730  213  948  239  10
5葉期深水 529  313  798  250  942  240  15
8葉期深水 538  314  775  243  959  239  15

4 ま め

a)5葉期深水区は慣行区に比べ,3号から5号までの
分げつ発生が抑制され有効茎歩合が高くなった。特に低位

側での分げつ抑制は,2次分げつ抑制効果としてあらわれ
た。また,慣行区では 1本 しか発生せず無効化した 7号分

げつは5葉期深水区では8本発生し,そのすべてが有効化

した。

12)8葉期深水区は慣行区よりも2次分げつの発生は抑
えられたが,有効化した分げつ茎は多く,有効茎歩合が高

くなった。

13)慣行区よりも深水処理を行った両区とも総籾数は多

かったが,登熟歩合,千粒重,品質の低下は無 く,収量増

に結びついた。
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